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高校スポーツ指導者のスカウト活動



























































(1)指導種目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 
ラグビー 20 13.4 14 11.6 34 12.6 
サッカー 18 12.1 13 10.7 31 11.5 
バスケットホ・ール 31 20.8 26 21.5 57 21.1 
9ゞ レボール 29 19.5 30 24.8 59 21.9 
硬式野球 13 8.7 19 15.7 32 11.9 
陸上競技 38 25.5 19 15.7 57 21.1 
計 149 100 121 100 270 100.1 
(2)年齢 歳 歳 歳
平均年齢 43.8 42.6 43.3 
標準偏差 7.73 8.22 7.96 
(3)指導年数 年 年 年
平均年数 20.1 18.3 19.3 
標準偏差 8.19 7.75 8.03 
(4)現チームの指導年数 年 年 年
平均年数 11.2 16.1 13.4 
標準偏差 6.98 7.80 7.73 
(6)学科別
普通科 62 41.6 81 66.9 143 53.0 
体育科 32 21.5 26 21.5 58 21.5 
その他 67 45.0 29 24.0 96 35.6 
計 161 136 297 
(7)勤務先
高校教員 146 98.0 115 95.0 261 96.7 
高校職員 1 0.7 5 4.1 6 2.2 
その他 1 0.7 1 0.8 2 0.7 
無回答 1 0.7 
゜
0.0 1 0.4 
計 149 100 121 100 270 100 
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問に対する回答は次のようになっている (N= 270)。 公立 私立 全体







その他 3人 1.1 % 









いる・カを入れているが公立 50.3%• 私立 61.1 ％で
あり，あまりしていない・していないが公立はそれ
ぞれ 11.4% • 12.1％に対し，私立は 6.6% • 1.7 %と

























立51.9% •私立 27.7 ％であり，隣接県から全国は公
立2.3% •私立 27.7 %と公私別に有意な差が認めら



























無回答 1.5 0.8 1.2 
スカウト活動をしたい範囲の回答の割合には，公
私別に有意な差が認められた（が＝ 53.98P < 0.001 
n = 250)。
スカウト活動に費やす日数は，年間平均公立9.8(SD 
= 8.34)日・私立 16.3(SD= 12.81)日と，私立が
公立の2倍弱と有意な差を示している (t= 4.67 P < 










試合成績 86人 34.4 % 
選手の動き 196人 78.4 % 
身体形態 181人 72.4 % 
体カデータ 123人 49.2 % 
記録データ 46人 18.4 % 
遺伝的データ 19人 7.6% 
既往症 11人 4.4% 
競技歴・トレーニング歴 73人 29.2% 
家庭環境 65人 26.0% 
その他 21人 8.4 % 
スカウトした選手が入学してくる割合は， 80％以
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0% 50% 100% 0% 
50% 100% 
■30日以上 □20~29日 11111115~19日 鵬 10~14日
困 5~9日図 1~4日;;0日 ＂無回答










0% 50% 100% 
■全績で十 □全額で不 綴lー郭で十 匿l一部で不













指導者自身について 70人 28.0 % 
指導方針 174人 69.6 % 
チームについて 179人 71.6 % 
経済的条件 45人 18.0 % 
入学条件 64人 25.6 % 
卒業後の進路 124人 49.6 % 
その他 17人 6.8% 
これらの項目で「経済的条件について」だけに，























るは公立 3.8% •私立 14.3%，学校・後援会から半
額が公立 1.5%，私立4.2%，ほとんど自己負担は公
立6.9%，私立18.5%，全額自己負担が公立59.5%,
私立39.5%，使わないが公立23.7% •私立 11.8 % 
となっている。学校・後援会から半額以上でるが公
立6.1% ・私立25.4%，全額自己負担と使わないを
合わせると公立83.2%• 私立 51.3 ％と差がみられた












































したが，公私別に差が認められる（が＝ 38.94P < 
0.001 N = 270)。十分な制度があると答えたのは，
公立 10.7%•私立 19.0%，制度に不満を持っている




現在で十分 72人 26.7% 
競技力の評価を高く 78人 28.9 % 
学業成績の基準を低く 45人 16.7 % 
指導者の意見を重視 77人 28.5% 
将来性の評価を高く 47人 17.4 % 
その他 13人 4.8% 
これらの項目中「指導者の意見をもっと重視して
ほしい」は，公立22.8% •私立 35.5 ％で有意な差が
認められた (x2= 5.29 P < 0.05 N = 270)。
推薦入学制度に満足しているかどうかに対する回
答は，公私別に差が見られた（が＝ 24.60P < 0.001 
N = 270)。やや満足しているまでを含め，満足して
いるが公立42.9% •私立 57.1%，不満足は公立 28.














1.3 % 13.2 % 
10.1 % 28.1 % 
私有のもの 3.4 % 5.8 % 
借用したもの 9.4 % 5.8 % 
全くない 73.2 % 39.7 % 
その他 2.7% 6.6% 
私立では 52.9％が何らかの形で寮・合宿所を有し
ているのに対し，公立では約半分の 24.4％となって
おり，公私別に差が認められる（が＝ 44.53P < 0. 
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